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【協働型学校評価（目指す生徒像）】 

   自分を大切にし，他者を認め，思いや考えを行動に移せる生徒 

   自分を向上させるための挑戦と努力を粘り強く続ける生徒 

「雪かき」から考える 
先日雪がうっすらと積もった朝，節田先生や阿部先生，高橋（香）先生，千葉（幸）先生，技師の佐竹さんと

校地内や校門付近の雪かきをし，生徒たちを迎えました。 

温暖化の影響でしょうか，仙台では昔ほど雪が積もること（北日本や日本海側は大変な大雪になっています

が…。北陸が心配です…。）はありません。そんな中でも，皆さんが登校するときには，通学路の雪かきは既に

終わっていることが多いのではないでしょうか。雪かきされた歩道を，当たり前のように歩いてくる。登校の時

間帯ですから，「誰が雪かきをしてくれたのだろう」と考えながら歩くこともあまりないかと思います。誰が雪

かきをしてくれたかが分かれば，その人に会ったときにお礼の一言でも言えるのでしょうが，誰かも分からな

いので，感謝の気持ちを伝えることもできません。もし，誰も雪かきをしなかったらどうでしょう。歩きにくい

だけでなく，中には滑って転んだり，怪我をしてしまったりする人が出るかもしれません。早朝に雪かきをして

も，誰も見ていませんし，誰からも感謝の言葉を言われません（校舎内のゴミ拾いをしていると，「いつもあり

がとうございます」と私に言ってくれる郡中生はすばらしい！）。それなのに雪かきをするのは，その歩道を通

る人たちが，「いつものように歩けるように」という思いで行っているのでしょう。決して誰かを喜ばせたり，

褒めてもらったりするために行っているのではないのだと思います。 

「職業調べ」という学習に取り組んだことがあると思います。世の中には本当にたくさんの職業があり，私で

すら「えっ，そんな職業があるの？」と思うことがしばしばあります。目立つ仕事も目立たない仕事も，それぞ

れがそれぞれの役割を果たすことで社会は成り立っています。また，この雪かきのように，注目されなくても誰

かがやらなければならないと思う人がたくさんいることで，世の中はうまく回っているのかもしれません。こ

のすばらしい郡山中学校。きっと，多くの方々が「雪かきをした道」を，私は歩くことができたのでしょう。私

も誰かのために「雪かき」をしていきたいと思います。 

労働者がやりがいを見つけるためには，給料以上に働かない限り，そのやりがいはわいてこない。 

残業をすぐに金銭に換算する人，オーバーワークを厭(いと)う人，自分の仕事と人の仕事を分ける

人・・・。自分の家の前しか掃除をしないような人は，やりがいを見つけるのは難しい。「できる仕

事を，できるようにやった。」では，なかなか成長できないものだ。（日立製作所元会長 川村隆氏） 

★最近話題の AI。計り知れない能力を持つと言われます。しかし，読んで理解したり，行間を読んだりする（文

字に表れていない書き手の気持ちを読み取る）力は，AI の苦手分野だと言われています。「読みの力」は一朝

一夕には身に付きません。ですから，郡中では，朝学習として，４月から新聞を活用した学習に取り組んでいま

す。同じような取組をしている学校も結構あるようで，先日，それに関する記事が新聞に掲載されていました。

裏面で紹介したいと思います。 

 



 

私は八木山に住んでいるので，この郡山中学校付近より，雪が若干多く降り積もります。その日の朝

も，家の前や周辺の雪かきをしてから出勤しようと，いつもより少し早く起きて，しっかりと着込んで

雪かきのために外に出ました。すると，驚いたことに我が家の周辺の雪はほとんどありません。ご近所

さんが雪かきをしてくれたのでしょう。（いまだに誰がやってくれたのか分かりません） 


